
平成™™年˜—月™ 日 金曜日 (号外第™™Ÿ号)官 報
〇
総
務
省
令
第
九
十
七
号

平
成
二
十
二
年
四
月
以
降
に
お
い
て
発
生
が
確
認
さ
れ
た
口
蹄
疫
に
起
因
し
て
生
じ
た
事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
手

当
金
等
に
つ
い
て
の
個
人
の
道
府
県
民
税
及
び
市
町
村
民
税
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
二
年
政

令
第
二
百
二
十
一
号
）
第
一
条
第
三
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
二
条
第
三
項
（
同

条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
四
月
以
降
に
お
い
て
発
生
が
確
認

さ
れ
た
口
蹄
疫
に
起
因
し
て
生
じ
た
事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
手
当
金
等
に
つ
い
て
の
個
人
の
道
府
県
民
税
及
び
市
町

村
民
税
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
九
日

総
務
大
臣

片
山

善
博

平
成
二
十
二
年
四
月
以
降
に
お
い
て
発
生
が
確
認
さ
れ
た
口
蹄
疫
に
起
因
し
て
生
じ
た
事
態
に
対
処
す
る
た
め

の
手
当
金
等
に
つ
い
て
の
個
人
の
道
府
県
民
税
及
び
市
町
村
民
税
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

（
個
人
の
道
府
県
民
税
の
特
例
）

第
一
条

平
成
二
十
二
年
四
月
以
降
に
お
い
て
発
生
が
確
認
さ
れ
た
口
蹄
疫
に
起
因
し
て
生
じ
た
事
態
に
対
処
す
る
た

め
の
手
当
金
等
に
つ
い
て
の
個
人
の
道
府
県
民
税
及
び
市
町
村
民
税
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
以
下

「
令
」
と
い
う
。）第
一
条
第
三
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定

め
る
書
類
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
以
降
に
お
い
て
発
生
が
確
認
さ
れ
た
口
蹄
疫
に
起
因
し
て
生
じ
た
事
態
に
対
処

す
る
た
め
の
手
当
金
等
に
つ
い
て
の
個
人
の
道
府
県
民
税
及
び
市
町
村
民
税
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二

十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
手
当
金
等
（
以
下
「
手
当
金
等
」
と
い
う
。）の
交
付
を
し

た
者
の
当
該
交
付
に
関
す
る
通
知
書
の
写
し
と
す
る
。

（
個
人
の
市
町
村
民
税
の
特
例
）

第
二
条

令
第
二
条
第
三
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
書

類
は
、
手
当
金
等
の
交
付
を
し
た
者
の
当
該
交
付
に
関
す
る
通
知
書
の
写
し
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
財
務
省
令
第
五
十
二
号

平
成
二
十
二
年
四
月
以
降
に
お
い
て
発
生
が
確
認
さ
れ
た
口
蹄
疫
に
起
因
し
て
生
じ
た
事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
手

当
金
等
に
つ
い
て
の
所
得
税
及
び
法
人
税
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
二
年
政
令
第
二
百
二
十
二

号
）
第
一
条
第
六
項
及
び
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
四
月
以
降
に
お
い
て
発
生
が
確
認
さ
れ

た
口
蹄
疫
に
起
因
し
て
生
じ
た
事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
手
当
金
等
に
つ
い
て
の
所
得
税
及
び
法
人
税
の
臨
時
特
例
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
九
日

財
務
大
臣

野
田

佳
彦

平
成
二
十
二
年
四
月
以
降
に
お
い
て
発
生
が
確
認
さ
れ
た
口
蹄
疫
に
起
因
し
て
生
じ
た
事
態
に
対
処
す
る
た
め

の
手
当
金
等
に
つ
い
て
の
所
得
税
及
び
法
人
税
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

（
所
得
税
の
特
例
）

第
一
条

平
成
二
十
二
年
四
月
以
降
に
お
い
て
発
生
が
確
認
さ
れ
た
口
蹄
疫
に
起
因
し
て
生
じ
た
事
態
に
対
処
す
る
た

め
の
手
当
金
等
に
つ
い
て
の
所
得
税
及
び
法
人
税
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
以
下
「
令
」
と
い
う
。）第

一
条
第
六
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
以
降
に
お
い
て
発
生
が
確
認
さ
れ
た

口
蹄
疫
に
起
因
し
て
生
じ
た
事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
手
当
金
等
に
つ
い
て
の
所
得
税
及
び
法
人
税
の
臨
時
特
例
に

関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
手
当
金
等
の
交
付
を
し
た
者
の
当
該

交
付
に
関
す
る
通
知
書
の
写
し
と
す
る
。

（
法
人
税
の
特
例
）

第
二
条

令
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
前
条
に
規
定
す
る
通
知
書
の
写
し
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
財
務
省
令
第
五
十
三
号

法
人
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）
を
実
施
す
る
た
め
、
法
人
税
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
九
日

財
務
大
臣

野
田

佳
彦

法
人
税
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

法
人
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
年
大
蔵
省
令
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
三
^

の
記
載
要
領
第
一
号
中
「第

５
号

」
を
「第

６
号

」
に
改
め
、
同
第
五
号
を
同
第
六
号
と
し
、
同
第
四
号

を
同
第
五
号
と
し
、
同
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

４
平
成
二
十
二
年
四
月
以
降
に
お
い
て
発
生
が
確
認
さ
れ
た
口
蹄
疫
に
起
因
し
て
生
じ
た
事
態
に
対
処
す
る
た
め

の
手
当
金
等
に
つ
い
て
の
所
得
税
及
び
法
人
税
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
2
2年
法
律
第
5
0号
）
第
２
条

第
１
項
（
法
人
税
の
特
例
）
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
別
表
十
d
「
3
8」
の
金
額
を
「
留
保
所
得
金
額

（
別
表
四
「
4
4の

|
」
＋
連
結
法
人
間
配
当
等
の
当
期
支
払
額
－
連
結
法
人
間
配
当
等
の
当
期
受
取
額
）

\
」

の
欄
の
上
段
に
内
書
と
し
て
記
載
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
は
、 「
当
期
留
保
金
額

\
＋
]
－
^
－
_
－
a

b
」
の
欄
の
記

載
に
当
た
つ
て
は
、
当
該
内
書
と
し
て
記
載
し
た
金
額
を
「
\
」
か
ら
減
算
し
て
計
算
す
る
こ
と
。

別
表
三
の
二
の
記
載
要
領
第
一
号
中
「第

３
号

」
を
「第

４
号

」
に
改
め
、
同
第
三
号
を
同
第
四
号
と
し
、
同
第
二

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

３
平
成
二
十
二
年
四
月
以
降
に
お
い
て
発
生
が
確
認
さ
れ
た
口
蹄
疫
に
起
因
し
て
生
じ
た
事
態
に
対
処
す
る
た
め

の
手
当
金
等
に
つ
い
て
の
所
得
税
及
び
法
人
税
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
第
２
条
第
２
項
（
法
人
税
の
特
例
）

の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
別
表
十
d
「
3
8」
の
金
額
を
「
連
結
留
保
所
得
金
額
（
別
表
四
の
二
「
5
0の

|
」）

\
」
の
欄
の
上
段
に
内
書
と
し
て
記
載
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
は
、 「
当
期
連
結
留
保
金

\
＋
]
－
^
＋
_
－
`
－
a
－

額
b

c
」
の
欄
の
記
載
に
当
た
つ
て
は
、
当
該
内
書
と
し
て
記
載
し
た
金
額
を
「
\
」
か
ら
減
算
し
て
計
算
す

る
こ
と
。

別
表
三
の
二
付
表
の
記
載
要
領
第
一
号
中
「第

８
号

」
を
「第

９
号

」
に
改
め
、
同
第
十
号
を
同
第
十
一
号
と
し
、

同
第
三
号
か
ら
第
九
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

３
各
連
結
法
人
に
お
い
て
平
成
二
十
二
年
四
月
以
降
に
お
い
て
発
生
が
確
認
さ
れ
た
口
蹄
疫
に
起
因
し
て
生
じ
た

事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
手
当
金
等
に
つ
い
て
の
所
得
税
及
び
法
人
税
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
第
２
条
第
２

項
（
法
人
税
の
特
例
）
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
別
表
十
d
「
3
8」
の
金
額
の
う
ち
当
該
各
連
結
法
人

に
帰
せ
ら
れ
る
金
額
を
「
個
別
留
保
所
得
金
額
（
別
表
四
の
二
付
表
「
5
0の

|
」）

\
」
の
欄
の
上
段
に
内
書
と

し
て
記
載
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
は
、 「
当
期
留
保
金
個
別
帰
属
額

\
＋
_
－
`
＋
a
－
b
－
D̂

Ê
」 の
欄
の
記
載
に
当
た
つ
て
は
、

当
該
内
書
と
し
て
記
載
し
た
金
額
を
「
\
」
か
ら
減
算
し
て
計
算
す
る
こ
と
。
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